主催: 日本社会教育学会・韓国平生教育学会

第10回日韓学術交流研究大会概要と
自由研究発表の募集

<開催趣旨> 
　日本社会教育学会と韓国平生教育学会が2010 年秋に締結した「学術交流協定」 にもとづき、両学会の学術交流をさらに発展させる取り組みとして、「日韓学術交流研究大会」を毎年、日韓交互に開催しています。今年は記念すべき第10回大会をアジアの玄関口、福岡市で開催します。「日韓学術交流研究大会」の名にふさわしく、近年は日韓の比較研究が多く行われるようになり、研究紹介や情報交換にとどまらない、質の高い研究討議が行われるようになっています。
　日本からの多数の参加を期待しています。
 
<テーマ>社会問題の解決に向けた社会教育／平生教育専門職の役割

<日時> 2019年1月26日(土)〜1月27日(日) ※ 27日午後にエクスカーション
[bookmark: _GoBack]
<会場> 福岡市立なみきスクエア（JR博多駅より快速8分千早駅下車1分）https://www.namiki-sq.jp  

<参加費> 3,000円（報告集+昼食1回） 

<懇親会参加費>一般5,000円、学生3,000 円

<参加申し込み> 大会運営の都合上、12月 17 日(月)までに、下記要領で電子メール（e-mail: noriko-hata@tsuru.ac.jp）にてお申し込みください。なお、航空券予約、宿泊の手配は各自でお願いします。 
※氏名、所属、メールアドレスを明記の上、懇親会・エクスカーションの参加・不参加も必ずご記入ください。
⑴研究大会　	参加します
⑵懇親会	参加／不参加
⑶エクスカーション　参加／不参加

<通訳> 韓国語・日本語の通訳があります。 
<研究発表（テーマに即した研究・自由研究各2本）の募集> 
エントリー：発表題目と要旨（400字程度）を9 月 28 日(金)までに下記にお送ください。若手、日韓比較研究等を優先して採否を決定し、10月26日(金) までに通知いたします。大会発表原稿（報告集に掲載）は、12月 7 日(金)までに提出いただく予定です。 
問い合わせ・応募送り先：国際交流担当理事 秦範子　noriko-hata@tsuru.ac.jp
 
<問い合わせ先> 
第10回日韓学術交流研究大会日本事務局・2018-19年度国際担当理事 秦範子 

<プログラム> 概要は以下の通り（大会運営の都合変更の可能性あり）。詳細は、　11月上旬に学会ウェブサイト等でお知らせします。 

【1/26（１日目）】
8：30		受付
9：00～9：20	開会式
9：20～11：20	「日韓学術交流研究大会の10年を振り返る（仮）」（日、韓）
（休憩）　
11：40〜12：30	質疑・討議
12：30～14：00	昼食休憩
14：00～15：40　テーマ別セッション(1)（日、韓）
（休憩）
16：00～17：40　テーマ別セッション(2)（日、韓）
17：40〜18：30	 質疑・討議
18：30		 終了
19：00～21：00	懇親会

【1/27（2日目）】※自由研究発表、午前のみ
8：30		受付
9：00～10：20	自由研究発表（日、韓）
（休憩)
10：40〜12：00	自由研究発表（日、韓）
12：00〜12：50	質疑・討議
12：50〜13：00	閉会

【エクスカーション】
※参加は任意ですが、事前申し込みが必要です。昼食代のみ実費になります。
午後		糸島牡蠣小屋にて昼食。糸島・福岡の歴史文化と公民館に学ぶ　バスツアーを予定。18時頃博多駅解散予定。
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